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2023年度 事業計画



1.法人内外の環境変化

【法人外】

① ポストコロナ

② 介護・保育業界は人手不足が加速

③ 高齢者施設待機者の減少加速

④ 物価・人件費の上昇

【法人内】

⑤ ウィズコロナの運営

（感染対策の継続、ご利用者満足と稼働率の回復）

⑥ 新人事・給与制度の導入準備（2024年度本格導入）

⑦ 生産性向上のためのICT等テクノロジー機器の導入

2023年度 環境変化

不足 約24千人

1



2.2023年度事業方針および重点課題

創業者の思い（理念追及）と経営安定の両立を目指す

〇関連部署、◎主体部署→ 高 ど つ 西 事

1. 経営の安定
① ウイズコロナ下で安定的利益確保 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

2. サービス
② コロナ感染防止を継続しつつ、ご利用者

　　満足・稼動率を回復（デイサービス）

③ どうみょうじ高殿苑のショートスティ有効運営 ◎

④ 重大事故ゼロ ◎ ◎ ◎ 〇

⑤ 地域の高齢者・保護者への支援 ◎ ◎ ◎ ◎

3. 人材
⑥ 職員の確保 〇 〇 〇 〇 ◎

⑦ 次世代リーダーの育成 ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

⑧ 介護・保育のスキルアップ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

4. 業務基盤
⑨ 科学的介護の実践 （LIFE対応） ◎ ◎

⑩ 新人事・給与制度の導入準備 〇 〇 〇 〇 ◎

⑪ ICT等テクノロジー機器の導入 ◎ ◎ ◎ 〇

⑫ 組織体制見直し、最適化 〇 〇 〇 〇 ◎

◎ ◎
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創業者の思い（理念追及）と経営安定の両立を目指す

〇関連部署、◎主体部署→ 高 ど つ 西 事 黒字：高殿苑、どうみょうじ 緑字:包括支援ｾﾝﾀｰ

1. 経営の安定 桃色:つぼみ保育園 青字:共通

各サービス稼動率向上、加算拡充、職員適正配置数

介護予防ﾌﾟﾗﾝ獲得

各年齢園児充足、障がい児保育受入

コロナ対応見直し（濃厚接触者の取扱い）※5類引下げ時

2. サービス
② コロナ感染防止を継続しつつ、ご利用者

　　満足・稼動率を回復（デイサービス）

③ どうみょうじ高殿苑のショートスティ有効運営 ◎ 定員見直し、利用者獲得、職員適正配置数

人違い誤薬、窒息事故、介助骨折、虐待発生防止

虐待、窒息事故防止

介護（予防）教室、公開セミナー、リズム体操、相談会

介護予防教室、公開セミナー、リズム体操、相談会、ニーズ掘起し

子育てサークル、ベビーマッサージ、園庭開放

貧困児童対策（子ども食堂）

3. 人材
新卒雇用人数目標、指定校増、実習生受入、出身校説明会参加

正職員への置き換え（派遣職員）

ユニットリーダー、グループ長クラス育成

クラス主任、副主任、主任クラス育成

⑧ 介護・保育のスキルアップ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇 等級別スキル目標の設定と実施、スキル目標に対応した研修推進

4. 業務基盤
⑨ 科学的介護の実践 （LIFE対応） ◎ ◎ フィードバック、データの活用

⑩ 新人事・給与制度の導入準備 〇 〇 〇 〇 ◎ 2024年度本格実施に向けた準備、対応

⑪ ICT等テクノロジー機器の導入 ◎ ◎ ◎ 〇 計画、進捗の可視化、法人全体のマネジメント（導入チーム）

厨房業務統合、厨房社外委託、

組織体制見直し生活相談員、役職定年運用見直し

◎ ◎ ◎

短時間メニュー、新規サービス

① ウイズコロナ下で安定的利益確保 ◎ ◎

④ 重大事故ゼロ ◎ ◎ ◎ 〇

◎ ◎

〇 ◎

⑤ 地域の高齢者・保護者への支援 ◎ ◎ ◎ ◎ 　

⑦ 次世代リーダーの育成

⑥ 職員の確保 〇 〇 〇

◎

◎ ◎ ◎ ◎ 〇

⑫ 組織体制見直し、最適化 〇 〇 〇 〇

2023年度 方針展開

3



サービス

④ 重大事故のゼロ化

● 再発防止
事故事例の活用
（共有化・体系化・研修）

マニュアル、教育、確認

● シミュレーション研修拡大
事故対応の訓練

②③ 課題事業の事業利益改善

● デイサービスの利益改善
ご利用者獲得-営業強化
施設内ケアマネ率UP、短時間メニュー
新規サービス（短時間リハビリデイ）

● ショートステイの利益改善
定員見直し

ご利用者獲得-営業強化

⑤ 地域の高齢者・保護者への支援

● 高齢者の権利擁護と介護予防 ● 地域の子育て支援
外出機会の創出 子育てサークル、ベビーマッサージイベント
公開セミナー、総合相談、健康相談 園庭開放、貧困児童対策（こども食堂）
介護（予防）教室、リズム体操、

居住支援 ● 特別支援児童の保育

● 子どもの居場所作り
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人 材

⑧ スキルアップによるサービス向上

⚫ 等級別スキル目標の設定と実施
ユニットケア受入施設の介護技術向上
リーダー、主任、副主任級のスキル強化

⚫ スキル目標に対応した研修の推進
マネージメント・認知症研修
等級対応研修
資格取得支援
副主任課題研修

⑥ 新卒新人の採用と育成

● 指定高校の増加と連携
指定高校の選定と連携
支援学校と連携

● 保育・介護養成校との連携
実習受入

● 大学生実習、インターンシップ受入

⚫ コーチャー制度の継続実施
コーチャー研修
月次コーチャー会議での進捗確認

⚫ フォローアップ研修
入社時研修
各年次（0.5～4年）フォローアップ研修
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⑦ 次世代リーダーの育成

⚫ ユニットリーダー、グループ長育成
クラス主任、副主任、主任クラス育成
新人事制度に基づく計画的な育成
外部講師活用



業務基盤

⑩ 人事・給与制度の導入準備

● 2024年度本格実施に向けた準備

⚫ 等級・評価・給与制度の改訂
多様な働き方で 役割遂行 ｘ 相互援助

複線型・役割等級制度
評価者研修

- 外部コンサルタントによる指導・支援

- 現場も参画するプロジェクトチーム
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⑪ ICT等テクノロジー機器の導入

⚫2024、2027介護保険改正に向けた取組

⚫ICT機器の導入チームによる計画と進捗
可視化
サービスの質向上と負担軽減

環境整備 （ｸﾗｳﾄﾞ化）
情報連絡ツールの利便性向上
（モバイル入出力・インカム）
ベッド見守りシステム、無線センサー
呼吸チェックシステム・登降園管理システム
ICT教育ツールの拡充
事務・連絡作業のデジタル化
移乗支援機器



(単位:百万円／％)

予算 実績 予算差 予算比 前年 前年差 前年比 予算 実績比

1,785 1,693 -92 95 1,680 12 101 1,757 104

人　件　費 1,357 1,299 -58 96 1,280 20 102 1,296 100

事　業　費 163 157 -6 96 164 -7 96 167 107

事　務　費 91 94 4 104 85 10 111 84 89

水道光熱費 71 96 25 135 72 24 133 97 101

修　繕　費 10 11 1 110 6 5 176 9 84

減価償却費 213 208 -4 98 215 -7 97 183 88

1,904 1,865 -39 98 1,822 43 102 1,836 98

-120 -173 -53 (-53) -142 -31 (-31) -79 (+93)

6 6 -0 99 7 -1 92 6 91

2 -6 -8 (-8) -16 10 (+10) 2 (+8)

-124 -184 -61 (-61) -164 -20 (-20) -83 (+102)

132 143 11 108 94 49 152 136 95

8 -41 -50 (-50) -70 28 (+28) 53 (+95)

2023年度

収　　　入

経常利益(寄付金除)

科目
2022年度

運
 

営
 

費

計

事 業 利 益

支 払 利 息

その他収支

寄　付　金

経常利益(寄付金含)

邦寿会 損益計算書(2023年度予算案)

※( )は、予算差異・前年差異
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収入･事業利益 施設別内訳(2023年度予算案)
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(単位:百万円／％)

予算 実績 予実差 予算比 前年 前年差 前年比 予算 実績比

高殿苑 895 855 -41 95 837 17 102 884 103

どうみょうじ
高殿苑

663 616 -47 93 618 -2 100 653 106

西部包括 62 60 -2 97 61 -1 98 58 97

つぼみ保育園 165 162 -3 98 164 -2 99 161 99

合計 1,785 1,693 -92 95 1,680 12 101 1,757 104

(単位:百万円／％)

予算 実績 予実差 予算比 前年 前年差 前年比 予算 実績比

高殿苑 0 -21 -21 (-21) -11 -10 (-11) 16 (37)

どうみょうじ
高殿苑

-117 -148 -31 (-31) -132 -17 (-132) -90 (59)

西部包括 3 4 1 156 1 3 403 2 39

つぼみ保育園 3 -1 -4 (-4) 6 -6 (-6) 0 (1)

法人事務局 -9 -6 2 -2 -6 -0 (-0) -8 (-1)

合計 -120 -173 -53 (-53) -142 -31 (-31) -79 (+93)

収　入
2022年度 2023年度

事業利益
2022年度 2023年度



(単位:百万円／％)

予算 実績 予算差 予算比 前年 前年差 前年比 予算 実績比

1,785 1,693 -92 95 1,680 12 101 1,757 104

人　件　費 1,352 1,292 -60 96 1,269 23 102 1,296 100

事　業　費 163 157 -6 96 164 -7 96 167 107

事　務　費 91 94 3 104 85 10 111 84 89

水道光熱費 71 96 25 135 72 24 133 97 101

修　繕　費 10 11 1 110 6 5 176 9 84

1,687 1,649 -37 98 1,596 54 103 1,653 100

98 43 -55 44 85 -41 51 104 240

35 11 -24 31 57 -46 19 197 1,797

99 99 -0 100 100 -1 99 99 100

(借入元金償還) 93 93 0 100 93 0 100 93 100

(支払利息) 6 6 -0 99 7 -1 92 6 101

2 -7 -9 (-9) -18 10 (+10) 2 (+10)

-34 -74 -40 (-40) -90 15 (+15) -190 (-116)

132 143 11 108 94 49 152 136 95

98 68 -30 70 9 60 772 -54 (-122)

設 備 投 資

科目
2023年度

収　　　入

支
 

出

計

事業活動収支

2022年度

借入金返済支出

その他収支

資金収支(寄附金抜)

寄付金収入

当期資金収支

邦寿会 資金収支計算書(2023年度予算案)
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2023年度予算（案） 設備投資計画 -3/16現在-

【主な設備投資】
①通常
ど）空調（GHP）改修工事 ３０.０百万円

照明器具LED化工事 ２５.０百万円
ガスコージェネ工事 ２０.０百万円

②ＩＣＴ等
高）介護ベッド見守り＋カメラ １３.６百万円

インカム導入 ９.０百万円
ど）ナースコール更新 ２０.０百万円

介護ベッド見守り＋カメラ １３.６百万円

（単位：百万円）

2023年度

施設 種類 予算 実績 予算 実績

高殿苑 4.6 4.3 60.1 0.0

高殿苑 ①通常 0.3 3.7 0.2 0.0

高殿苑 ②ICT等 4.3 0.6 59.9 0.0

どうみょうじ高殿苑 30.1 8.7 130.5 0.0

どうみょうじ高殿苑①通常 27.8 7.2 81.6 0.0

どうみょうじ高殿苑②ICT等 2.3 1.5 48.9 0.0

つぼみ保育園 0.0 1.3 3.2 0.0

つぼみ保育園 ①通常 0.0 0.0 1.3 0.0

つぼみ保育園 ②ICT等 0.0 1.3 1.9 0.0

西部包括 0.0 0.4 3.2 0.0

西部包括 ①通常 0.0 0.0 0.0 0.0

西部包括 ②ICT等 0.0 0.4 3.2 0.0

事務局 0.0 0.0 0.0 0.0

合計 34.7 14.7 196.9 0.0

2022年度
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■手元資金(推移見込)
（単位：百万円）

2020年
3月末 2020年度

2021年
3月末 2021年度

2022年
3月末 2022年度

2023年
3月末 2023年度

2024年
3月末

残高 資金収支 残高 資金収支 残高 資金収支 残高 資金収支 残高

531 -81 450 4 454 68 523 -54 469

■借入金
（単位：百万円）

2022年
3月末 2022年度

2023年
3月末 2023年度

2024年
3月末 返済

残高 返済額 残高 返済額 残高 終了年度

692 46 646 46 600 2037年

182 12 170 12 158 2037年

220 35 185 35 150 2028年

1,094 93 1,001 93 908

高殿苑

つぼみ保育園

どうみょうじ高殿苑

計

邦寿会 手元資金(推移見込み)
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2018 2019 2021

実績 実績 実績 実績 計画 見込 評価
予算
計画

　１.基本ー創業者の思い（理念追及）と経営安定の両立

予算の達成 収入（百万円） 1,680 1,702 1,644 1,680 1,785 1,689 △ 1,757

　 事業利益（百万円） 9 ▲ 40 ▲ 179 ▲142 ▲119 ▲155 × ▲ 79

当期資金収支（百万円） 152 ▲161 ▲81 4 98 87 △ ▲ 54

　　（ど）ショートの事業利益改善 収入（百万円） 131 131 95 91 113 86 × 97

　　（ど）デイの事業利益改善 収入（百万円） 112 107 90 103 115 104 △ 116

　　（高）デイの事業利益改善 収入（百万円） 88 93 81 82 113 76 × 107

職員の定着 離職率　全体（％） 12.9 13.5 11.6 15.0 9.0 19.7 × 10.0

離職率　介護（％） 18.1 15.4 13.5 9.9 9.0 17.6 × 10.0

コロナ感染症対策 感染者数（人） - - 5 51 233 - 　

重大事故件数（件） 21 7 7 6 0 11 × 0

施設責任事故件数（件） 184 155 143 140 110 102 ○ 96

事故総件数（件） 421 414 345 307 268 280 △ 254

ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ研修件数（件） - - - - 　

稼働率　  　　（特養・短期）  特養・ショート　稼働率（%） 97.8 97.7 88.8 86.3 94.7 92.7 △ 96.9

UP　  　　　　　（ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ） デイ　稼働率（%） 74.1 70.7 59.0 61.5 81.7 61.2 × 76.7

高齢者の権利擁護と介護予防 366 347 145 300 371 - 213

子どもの居場所作り 6

特別支援児童の保育 対象人数（人） 3 3 5 6 6 5 △ 4

地域の子育て支援活動拡充 対象人数（人） 40 40 15 15 10 10 - 　 100

２. サービス

重大事故の再発防止

方針項目 指標
2020 20232022

講座・イベント回数（回）

方針管理指標 1-2
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2018 2019 2021

実績 実績 実績 実績 計画 見込 評価
予算
計画

考課につながるスキルアップ 高殿苑 666 687 688 711 720 710 〇 710

どうみょうじ - - - 631 - 650

保育スキル（点） 75 85 90 93 93 95 〇 95

研修回数（回） 489 568 332 1,512 - 1,650

新卒採用人数（人） 7 14 12 9 12 8 × 10

介護士 12末 12末 12末 2末 12末 ３月末 △ 1２末

保育士 6末 6末 6末 7末 6末 - × 　

職員アンケート実施、充足 納期 - - - 　 3末

　　ICT等テクノロジー機器の導入 計画、進捗の可視化

３. 人材

新卒新人の採用・育成

方針項目 指標
2020 20232022

４. 業務基盤

介護スキル評

価（点）

一人立ち

納期
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方針管理指標 2-2
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2023年度 施設方針



＜高殿苑＞ 2023年度施設方針

2023年度は、ウィズコロナ／アフターコロナに向けての

世の中の変化に適切に対応、新たな体制を整える事に

より、コロナ禍以前の様に、ご利用者・ご家族のみなさま

の安心・安全な生活を取り戻す。

また、この数年関係が希薄になっている地域住民との

関わりを積極的に作る事により、地域に根差した施設運

営を目指す。

1. コロナ禍前の安心・安全な生活へ

2. 積極的な地域との交流と情報発信

3. 収益の確保
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1. コロナ禍前の安心・安全な生活へ
① ご利用者満足度の向上

a.ご利用者満足度ｱﾝｹｰﾄの実施し、新たな課題に取り組み
b.新たな体制で、ｺﾛﾅ禍以前のｻｰﾋﾞｽ水準へ

面会、ﾚｸの充実（個別・集団）、園児との交流、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ要請等
の再開に向けての準備と実施

② 重大介護事故「0」、介護事故総件数の削減へ
a.重大介護事故を「0」 3件（2022） → 0件（2023）
b.総件数を前年の10%削減 160件（2022） → 144件（2023）
c.施設責任件数を前年の10%削減 53件（2022） → 48件（2023）

③ 職員個々の技術・技能の向上
a.個々のｽｷﾙｱｯﾌﾟﾟによるｻｰﾋﾞｽ力の向上 特養・ｼｮｰﾄ部門710点（2023）
b.新卒入職スタッフの育成と独り立ち
c.学ぶ風土と伝達能力の向上 内外研修の受講、伝達研修の開催
d.各部署毎の改善取り組みと成果の共有（発表会の継）
e.資格取得支援 試験対策模擬ﾃｽﾄの実施と勉強会の開催

④ 人材の定着、魅力のある職場づくり
a. ICT機器導入によるサービスの質向上と、職員の負担軽減
b.定期的な個人面談とアンケートの実施
c.部署別職員ﾚｸの実施と、8階「響」を活用した職員懇親の開催
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2. 積極的な地域との交流と情報発信
① 地域向け介護教室・健康講座の開催

a.専門職による介護教室・健康講座を実施

② 地域（居宅介護支援事業所）向け、施設見学会・食事会の開催
a.地域住民向けの施設見学会・食事会を開催
b.居宅介護支援事業所向けの施設見学会・食事会を開始

③ 魅力ある職場の情報発信
a.高殿苑通信の発行とﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの更新

④ 地域住民の居場所づくり

3. 収益の確保
① 収入予算の達成

a.新規利用者の獲得
営業強化（訪問計画、チラシ作成、販促ﾂｰﾙ）
面接計画と面接要員の育成
地域との交流（介護教室、健康講座、見学会、食事会）

② 適正支出
a.各部署毎の支出の見直し
b.適正人員配置



＜どうみょうじ高殿苑＞
２０２３年度 方針

ご利用者・ご家族・地域住民の声を受け止め、
全力で対応できる経営基盤と力を身に付け、

ウイズコロナ時代の施設運営に取り組む。
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１．施設満足度の向上

２．経営の安定

３．職員育成と離職防止



１ 施設満足度の向上

19

（１）重大事故の発生防止（2021年度-2022年4-12月）

①人違い誤薬（0-2）・離設（1-1）・介助中の骨折（0-0）・窒息（0-5）⇒ゼロ

②介護原因事故（65-40）⇒10%ダウン

③気づきシート（1000-303）⇒1200件（事故120件×10倍）

（２）ユニットケアの充実

①カンファレンスによるご入居者情報の再収集と暮らしをつなぐケアの徹底

②ユニットリーダー研修実地施設認定への体制整備

（３）ICT機器の拡充

①見守り機器とスマホによるご利用者状態の確認の迅速化

②インカムによる情報共有の迅速化

（４）地域住民の介護予防と権利擁護を目的とした社会貢献活動



２ 経営の安定
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（１）収入アップ

①新規事業の実施（短時間デイサービス、居住支援）

②ご利用者ニーズに沿った既存サービスの見直し

③担当制営業とタイムリーな情報提供（新規申込者、待機者、登録者）

（２）支出ダウン

①LED交換による電気代の削減

②最大デマンドの抑制によるガス代の削減

③温冷配膳車導入による消耗品の削減

（３）業務改善

①システム活用による記録業務の省力化

②福祉機器・用具の活用による介護業務の省力化



３ 職員育成と離職防止
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（１）働きがいのある職場づくり

①入職後の定期面談による目標設定と確認（１ヶ月、３か月、６ヶ月、１年）

②定期的＆随時の職員面談によるストレス度のダウン（ストレスチェック）

③職員満足度の向上（職員アンケート）

（２）基礎的介護技術の向上

①「介護スキル評価」の等級別目標の設定と全員達成

②福祉機器・用具の習熟度⇒「起居・移乗マイスター」の養成

（３）専門的介護技術習得者の養成

①認知症実践リーダー・実践者研修修了者の増員

②ユニットリーダー研修修了者の増員

③社会福祉士・介護福祉士・介護支援専門員取得者の増員

（４）次期リーダー・グループ長・管理職の育成



＜西部地域包括支援センター＞
２０２３年度方針

地域包括ケアシステムの推進に向け、「元気・笑顔
・安心」の住みよいまちづくりに取組む
１．地域ケア会議の充実

①自立支援型ケアマネジメント検討会議・小会議の運営
②個別ケース会議の積極開催
③職員のスキルアップ

２．元気・笑顔・安心の住みよいまちづくりに取組む
「元気」
①リズム体操継続、インフォーマルサービスリストの刷新
②高齢者の健康意識を高める
③自立支援、重度化防止の意識の定着
「笑顔」
④高齢者の社会参加と生きがいづくり
⑤介護家族への支援
「安心」
⑥防災啓発・権利擁護の取組
⑦地域の見守り活動への協力
⑧ネットワークの強化

22



１．地域ケア会議の充実

テーマ 取り組み 計画 担当

①自立支援型ケア
マネジメント検討会
議・小会議の運営

①外部助言者を招き自立支援型ケアマネジメン
ト検討会議を開催する
②小会議での伝達研修にて介護支援専門員の
スキル向上を目指す
③外部講師を招集し検討会議の課題をまとめ、
区運営協議会へ報告する

4回

2回

1回

宮脇
北村
小名川

②個別ケース会議
の積極開催

①各専門機関や住民組織とのネットワークを活
用し、心身の重篤化の予防や権利擁護、課題解
決へのスピードアップを図る
②事例から見出した課題をスーパーバイザーと
検証しセンターの対応力の引き上げを図る

18回

1回

八橋
北村
河相

③職員のスキルアッ
プ

①外部研修へも積極的に参加し各分野の知識
を深める
（認知症、精神医療、高齢者虐待、成年後見制
度・8050問題・介護予防ケアマネジメント等）
②旭区内3地域包括共催による弁護士相談に
おいて、法的観点からのアドバイスやミニ講座を
依頼する

通年

3回

包括職員
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テーマ 取り組み 目標 担当

地域支援活動の安
定的な提供と情報
発信

①介護予防教室「リズム体操」の継続実施

②旭区生活支援体制整備事業との協働でインフォーマル
サービスリストを刷新

24回

1回

宮脇
小名川
吉田

テーマ 取り組み 目標 担当

健康講座や認知症
予防の取り組み

①３師会と連携した区民対象の健康講座や健康相談会
への共催及び協力

②AI歩行評価、体操指導

③地域住民向け認知症講演会・相談会の開催及び協力

④旭図書館、オレンジチームと協働し認知症に関する書籍
のブース設置及び相談会を開催
（高齢者福祉月間に合わせ企画）

3回

1回

1回

1回

宮脇
北村
小名川
吉田
河相

①リズム体操継続、インフォーマルサービスリストの刷新

２．元気・笑顔・安心の住みよいまちづくりに取組む

②高齢者の健康意識を高める

24



テーマ 取り組み 計画 担当

自立意識を高める ①初回訪問時に自立、重度化防止を説明、意識を促す

②介護予防ケアプランの点検、自立支援への指導

随時

随時

包括職員

包括職員

③自立支援、重度化防止の意識の定着

④高齢者の社会参加と生きがいづくり

テーマ 取り組み 計画 担当

新たな集いの場を
創出

①旭区生活支援体制整備事業と地域住民のニーズ発
掘を行い、新たな交流の場を創出する

②スマートフォン講座の継続開催（初級・中級）

通年

6回

小名川
吉田

北村
河相

地域、関係機関との
共催催事

①旭通り商店街と地域住民を結び付けて、新たな催事
を立案、実施をする。

1回 河相

25

２．元気・笑顔・安心の住みよいまちづくりに取組む



テーマ 取り組み 計画 担当

在宅介護の理解を
深める

①認知症高齢者やそのご家族の日常生活を綴った映画の
上映会を開催
映画タイトル 「ぼけますから、よろしくお願いします。」

1回 小名川
河相

⑤介護家族への支援

26

⑥防災啓発・権利擁護の取組
テーマ 取り組み 計画 担当

防災意識の向上 ①地域行事で消防署と連携した防災・減災のミニ講座を
実施

②民生委員協議会での周知活動

1回

1回

河相

河相

消費者詐欺被害の
防止

①地域行事で警察署と連携した消費者被害防止啓発
事業の実施

②民生委員協議会での周知活動

1回

1回

河相

河相

認知症高齢者等の
権利擁護支援

①成年後見制度活用の支援

②専門職及び地域住民に向けて高齢者虐待研修の開催

随時

1回

包括職員

八橋
北村

２．元気・笑顔・安心の住みよいまちづくりに取組む



テーマ 取り組み 計画 担当

要援護者の早期対
応の体制作り

①各地区の民生委員協議会等で地区民生委員と要援
護者情報を共有

②認知症声掛け体験

毎月

1回

河相

宮脇
八橋
小名川

地域ネットワークと
の連携

①各地区振興町会組織の会議参加にてつながりを維持 随時 河相

⑦地域の見守り活動への協力

テーマ 取り組み 計画 担当

認知症高齢者等支
援ネットワークとの連
携

①旭区認知症地域支援事業（ほっとかんネット）による専
門職・関係機関との連携強化

②地域課題抽出会議にて関係者との課題の共有

3回

1回

包括職員

高齢分野以外の機
関との結び付き

①総合的な相談支援体制の充実事業
②高齢・障がいサービス事業所との研修会の開催
③生活困窮者自立相談支援事業とのケース共有

随時
1回
随時

包括職員

⑧ネットワークの強化
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２．元気・笑顔・安心の住みよいまちづくりに取組む



テーマ 取り組み 計画 担当

在宅医療・介護連
携、介護事業者と
の連携

①在宅医療・介護連携
・在宅医療・介護連携推進会議への継続参加
・介護家族支援の動画「一人で抱え込まないで」の上
映支援
・介護家族を地域で支えられるソーシャルキャピタルの
担い手育成の支援
②介護
・旭けあねっと開催支援
・介護事業者連絡会への参加
・ケアマネジャーの資質向上に向けた研修の開催
・運営推進会議での情報発信、共有
・自立支援に向けたケアマネジャーのニーズ調査

随時
随時

随時

12回
随時
随時
随時
1回

北村
小名川

八橋

河相
河相
河相
北村
宮脇

地域貢献ネットワー
ク

②看護課程養成実習
③所属商店街の定例会議への参加
④車いす無料貸出し事業

6人
10回
40回

小名川
河相
ー
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⑧ネットワークの強化

２．元気・笑顔・安心の住みよいまちづくりに取組む



１．こどもの命・安全を守り、保育・教育サービスの向上
①こどもの健康観察と事故防止・保健衛生管理を徹底する

→虐待、窒息事故発生防止を行う。

→様々なケースの事故対応訓練を増やす。

→感染対策の継続と共に、ご利用者の満足度を高める。

②育児担当制のモデル園になる。→ｽｷﾙﾁｪｯｸ平均点95点

③豊かな感性を育む こどもの人権を保障する保育
→様々な人とのふれあいを大切にする 高殿苑ご利用者との交流再開

→異年齢混合保育、外部講師との関わり、世界との交流。

２．利用者の確保と利用者満足の実現
特別支援児童保育を拡充する。保育ニーズがあれば年度途中でも受け入れる

３．地域子育て支援活動を充実 イベント再開 年間延100人

４．管理者、次世代リーダーの育成
①クラス主任の育成する。②ICTを利用して業務の簡素化

⓷主任、副主任課題研修、すべて受講する。

＜つぼみ保育園＞ 2023年度 方針
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重点課題 具体的な方策 目 標 計画・担当

１．こどもの健康観察
と事故防止・保健衛
生管理を徹底する。

①重大事故を起こさない。

・SIDS（乳幼児突然死症候群）
睡眠中の呼吸チェック（５分毎）
寝ている時の体位チェック（５分毎）
あおむけ寝 うつぶせ寝防止をする。全て記録に残す。

・誤嚥による事故防止策
食事の援助は、特定保育士が行う。
こどもの食事の分量、食べ方の癖や咀嚼力、
嚥下力の発達を熟知した保育士が対応する。
食事の摂取状況を記録する。

・園児の置き去り事故防止
職員間の連携が重要であり、活動が変わる際、
保育場所の移動の際、人数確認の徹底をする。

・虐待について
こどもの異変に気づく。
保護者とのコミュニケーションを大切にする。
適切な保育活動ができるように、研修を重ねる。
保育士間で、こどもについて話し合う機会を多く設ける。
こどもの人権を守る保育ができているか、保育士間で
チェックし合う。
保育ビデオ研修を定期的に行い、自身の保育を見直す
保育士のｱﾝｶﾞｰﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ研修の回数を増やす。

重大事故
ゼロを実行す
る

4月～各担任
看護師

５月～
奇数月
年6回
安全委員会

4月～各担任
看護師

虐待についての
研修
３カ月に
１回実施

１．こどもの命・安全を守り、保育・教育サービスを向上する。
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重点課題 具体的な方策 目 標 計画・担当

１．こどもの健康観察
と事故防止・保健衛
生管理を徹底する。

①重大事故を起こさない。

・乳児の玩具の誤嚥事故防止策
手作りおもちゃは特に注意する。

・プール活動、水遊びに、関わる事故
安全確認をダブルチェックで行い、複数の監視員
が見守り水遊びを行う。

・食物アレルギー児童に対する（誤食）防止
全職員の情報共有する。代替食で対応する。

上記項目については、シミュレーション研修を
実施し、緊急時対応の訓練を行う。
その都度、マニュアルを見直し改正する。

➁こどもの健康観察を徹底する。
新型コロナウイルス感染症対策も2類→５類となり、
保育園での予防対策も再度、見直す。

新型コロナウイルス感染症マニュアルを改正する。

朝の視診、保育中の体調管理、異変に対する
早期発見、早期治療を行う。
保育室の衛生管理を徹底する。
＊救命講習・こどもの病気についての研修を受講する。

重大事故
ゼロを実行す
る

4月～各担任
看護師

１カ月に１回は
安全点検を行う

4月～各担任
看護師・栄養士

５月～
奇数月 年6回保
健衛生委員会

１．こどもの命・安全を守り、保育・教育サービスを向上する。
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重点課題 具体的な方策 目 標 計画・担当

２．育児担当制により
丁寧な保育を提供す
る。

３．
豊かな感性を育む
～こどもの人権を

保障する保育～

ご利用者の満足度を
高める。

～様々な人とのふれあい
を保育に取り入れる～

①０～２歳児までは、育児担当制保育を実行する。

保育士は、育児担当制保育のｽｷﾙﾁｪッｸを年2回
実施し、技術力を向上させる。
こどもに丁寧な言葉かけを行い、正しい手順で、
個々の成長発達に応じた、援助活動を行う。

②育児担当制保育研究会に参加し、他園との
情報交換を行い、職員全体の資質向上を図る。

①こどもの人権を保障する保育
← こどもへの言動。行動を考える。

「人が人として大切にされる権利」
「こども一人ひとりの人格を大切にする」
こどもの主体性を育む。
保育室で何をして遊ぶか自分で決める ←コーナー遊びを充実する
食事の際には、量を自分で決める。←ビュッフェ形式の食事スタイル
食事の席は、自分で決める。 再開する。
自分で考えて行動できる力をつける。
こども会議の時間を設ける（5歳児）

ドキュメンテーションの活用←保育を「見える化」する。
保護者・こども・保育士とのコミュニケーションに役立てる。

異年齢混合保育、高殿苑ご利用者との交流、外部講師との交流
近隣中学生との交流等 コロナ前のように復活する。

6月、2月
平均点95点
を目指す。
特定保育士との
愛着関係のもと、
ひとり一人の成
長・ 発達に見
合った保育を行
う。

自己決定力を
身につける。

評価者
里、大場

乳児担当
保育士

4月から 毎月
こどもの人権を
保障する保育リ
ストによる
自己点検

年4回
主任による
評価

各担任

１．こどもの命・安全を守り、保育・教育サービスを向上する。

32



重点課題 具体的な方策 目 標 計画・担当

3.
豊かな感性を育む
～環境に関心をもつ
こどもを育てる～

～創造性を育み
ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ力を

高める～

①ＩＣＴを活用した教育カリキュラムを充実する。
ちきゅうフレンズ 年間8カ国より ＳＤＧｓを学ぶ
外国の児童施設とのオンライン交流 継続

②知育アプリを取り込み、タブレットを使用して様々な体験する。

4月・・ 簡単なプログラムから導入する（5歳児）
6月・・ 4歳児導入
9月・・・ 3歳児導入
2月・・・ ５歳児発表力を身につける。作品展に披露会 動く絵

こどもたちの
表現力を養う。

創造力を
発展させる。

幼児担任
４月から

１．こどもの命・安全を守り、保育・教育サービスを向上する。

２．利用者の確保と利用者の満足度を実現する。

重点課題 具体的な方策 目 標 計画・担当

1.特別支援児童保育
を拡充する。

①特別支援児童保育・教育は、個々に応じた
援助計画を実践する。 年初４名⇒ ６名

自閉症スペクトラム（5歳児 男児2名）
自閉症スペクトラム（4歳児 男児1名）
絞扼輪症候群（4歳児 女児） 義足着用

（右先天性内反足 左合指症、左下腿先天性切断 両手先天異常）

保護者との信頼関係を築き、専門機関との連携を活かし
個々の成長発達段階に応じて、最善の支援方法で保育を
行う。
安全な保育環境を整える。

ひとり一人の
こどもの人権、
人格を尊重し、
愛情をこめて
保育を行う。

年度途中より
6名

特別支援児童
担当保育士
４月から
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３．地域子育て支援活動を充実する。

重点課題 具体的な方策 目 標 計画・担当

1.子育ての孤立を
防ぎ、子育てを
楽しむ支援をする。

①地域子育て支援活動を積極的に開催する。
・子育てサークル（のびのび）月１回実施

寝相アート （毎月） フォトアルバムづくり
大きくなったかな？ 身長体重測定会
手形アート。親子作品作り。
ふれあい遊びのご紹介、

・ベビーマッサージ講座 月１回
・園庭開放 月１回
➁ママのリフレッシュタイム
・フラワーアレンジメント ・アクセサリー作り
・ママ向けのｱﾝｶﾞｰﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ講話
⓷保育園体験
・在園児と一緒に遊ぶ機会を設ける。

④地域のこどもも参加できる行事を増やす。
・夏祭り、ミニ運動会、移動動物園、等

⑤マタニティ支援活動を行う。
（０歳児保育の見学・離乳食講座等）

⑥在園児対象、親子クッキング・栄養講座開催する。

⑦子育て支援ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰの資格取得を目指す。

地域子育て支援
活動の回数を増や
す。

開催目標
１０回以上
利用人数
100人以上

地域の子育て
支援ネットワー
クの中心的な
役割を担う。

５月～
里、小田

栄養士
調理員
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４．管理者、次世代のリーダーを育成する。

重点課題 具体的な方策 目 標 計画・担当

1.クラス主任を育成
する。

２．ICTを活用して
業務の簡素化

３.専門資格取得を
支援する。

４．主任、副主任
課題研修、全項目
受講する。

①クラス主任の育成計画を作成し、面談回数を増やす。
児童の年計画・月計画・週計画の作成の仕方
メンバーとの連携方法、
保護者とのコミュニケーションについて学ぶ。
➁新任職員は、コーチャー制度により育成する。

コミュニケーションノートを活用する。
派遣保育士、非常勤保育士も スキルを向上するため
スキルチェックを行い、丁寧に指導する。

①保育士の業務の効率化を図る。
呼吸チェックシステム・登降園管理システムを導入する。

①個々のｷｬﾘｱｱｯﾌﾟ（専門資格取得）支援をする。
保育士資格 プラスの資格取得を目指す。
リトミック指導者、体育指導員、玩具アドバイザー、
こどもの心理カウンセラー、 食育ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ等

①キャリアアップ研修の受講 （8項目） 副主任対象
１．乳児保育 ２．幼児教育 ３．特別支援児童保育
４．食育アレルギー対応 ５・保健衛生・安全対策
６．保護者支援・子育て支援

７．保育実践 ８．マネジメント保育士
➁新人事制度システムに向けて、個々のキャリア計画を

明確し、必要な研修には、積極的に受講する。

クラス主任としての
役割を担えるよう
になる。

質の高い保育提供
ができるよう、技術
力を高める。

個々の目標とする
資格を取得する

キャリアアップ研修
を受講し、知識を
身につける。

大場、里

6月頃～
山邉

５月頃より
副主任、
クラス主任
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以 上
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